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マ ウ ス で は 脾 細 胞 の ＩＮＦ一γ 産 生 が 対 照 群 に 比 べ て 高

値 を 示 じ た． 強 毒 株 原 虫 感 染 で は ＴＪ・４８投 与 の 影 響 は

全 く 認 め ら れ な か っ た．

弱毒 マラリ ア 原蛍感 染 にお ける十 全犬 補湯 の抑 制効

果 は，投 薬カ 滅 染 防 御 機 構 に 関 与 す る 抗 体 産 生 と ＩＮＦ一

γ の 産 生 に 影 響 を 与 完 た こ と に よ る と 考 免 ら れ た．

７
．

ＨＢＶ の 胆６Ｓ２型 の 分 類 と 臨 床 的 意 義

（消化器内科）

清 水 健 ・ 西 川 瑞 穂 ・ 梁 京 賢 ・

富 園 裕 子 ・ 木 村 知 ・ 春 田 郁 子 ・

鴨 川 由 美 子 ・ 高 津 棚 子 ・ 古 川 隆 二 ・

申 西 敏 巳 ・ 山 内 克 巳 ・ 林 直 諒

ＨＢＶ の ｐｒｅＳ２領 域 に お け る 最 初 の３９個 の 核 酸 領 域

は 変 異 に 當 みっ そ の 支 配 す る ア ミ ノ 酸 配 列 か ら ３ タ イ

プ （タ イ プ Ｉ， ＩＩ， 醐） に 分 類 で き る．
ＨＬＡ Ａ－２遂陽

性 の Ｂ 型 慢 性 肝 炎 患 者 で はタ イ プ Ｉ のｐ蛇Ｓ２領 域 を

持 つ ＨＢｙ の 感 染 に よ っ て 肝 障 害カぎ蜂 起 さ れ， 逆 に

ｐｒｅＳ２領 域 の 変 異 に 伴 い 血 清 ＡＬＴ 値 の 減 少 を 認 め た
．

ｐｒｅＳ２ペ プ チ ド お よ び Ｍ ＨＣ ク ラ ス 抗 原 Ｉ を と も に 認

識 す る キ ラ ー丁 細 胞カ書肝 細 胞 障 害 に 関 与 し て い る と

考 え ら れ た．

８． 免 疫 組 織 学 的 手 法 を 用 い た ｗａ 廠 ｃｈａ列ｎ６１ の

局 在 の検 討

（第 四内 科）

川 嶋 恵 ・ 川 嶋 朗 ・ 新 田 孝 作 ・

大 図 弘 之 ・ 湯 村 和 子 ・ 二 瓶 宏

ラ ッ ト の 腎 臓 で は 現 在 ま で に ＣＨＩＰ２８， ＷＣＨＣＤ，

ＧＬＩＰ， ＭＩＷＣ と い う ４ っ の ｗａｔｅｒｃｈａ ㎜ｅ１カ 渕 ら れ

て いる． しカ叱 そ れ らの細 胞内 局在 およ び薬物 投与 な

ど に よ る そ の 局 在 の 変 化 は 明 らカ 牝 な っ て い な い． 今

回我々 は免 疫組織 学 的手法 を用 いて 光顕， 電 顕レ ベル

で ラ ッ ト 腎 尿 細 管 に お け る そ れ ら の 局 在 と バ ソ プ レ ッ

シ ン 投 与 に よ る そ の 変 化 の 検 討 を 行 っ た． ＣＨＩＰ２８は

ｐｒｏｘｉｍａ１ｔｕｂωｅ， ｔｈｉＲ ｄｅｓｃｅＲｄｉ河ｇ １ｉ㎜ｂ の ａｐｉｃａ１ お

よ び ｂａｓｏ１ａｔｅｒａ１ ㎜ｅ㎜ｂｒ狐 ｅ に 局 在
，

Ｗ Ｃ Ｈ ＣＤ は バ ソ

プ レ ッ シ ン 投 与 に よ り ｃｏｌ１ｅｃ舳 ｇ ｄ㏄ｔ の 細 胞 質 内 か

ら ａｐ１ｃａ１ ｍｅ㎜ｂｒａｎｅ に 移 動
，

そ し て Ｇ ＬＩＰ と ＭＩＷ Ｃ

は ｃｏｎ ㏄ 施 ｇ ｄ㏄ｔ の ｂａｓｏｌａｔｅｒａ１ ㎜ｅｍｂｒａｎｅ に 局 在

す る こ とカ§確 認 さ れ 花．

９． 早 期 慢 性 関 節 リ ウ マ チ に お け る ＨＬＡ ＤＲＢ１遺

伝 子の 検討

（膠原 病リ ウマチ 痛 風セ ンタ ー）

樋 上 謙 士 ・ 箱 田 雅 之 ・ 松 田 祐 子 ・

上 田寛 之・柏 崎禎 夫

〔目的〕 ＨＬＡ ＤＲ 遺伝子 座の 慢性 関節 リウ マチ （以

下 ＲＡ） 発症 およ び重症 化因 子と して の 役割 を 検 討 し

た
．

〔方法〕 発症後 １年 未満 の ＲＡ ６５例 を早 期 ＲＡ 群，

ＲＡ が 強 く 疑 わ れ る カミＲＡ に 分 類 で き な い７４例 を 疑 い

群 と し， 末 梢 血 自 血 球 か ら ＤＮＡ を 抽 出 し， ＰＣＲ－

ＲＦＬＰ 法 に よ っ て ＤＲＢ五対 立 遺 伝 子 を 解 析 し た． 対 照

群 に は 日 本 ＨＬＡ ワ ー ク シ ョ ッ プカミ報 告 し た 日 本 人

１，
２１６例 を 剛 沈 ．

〔結 果 ・ 考 察〕 早 期 ＲＡ 群 に お け る ＤＲＢ１幸０１０王串

０４０１＃０４０５の 陽 性 率 は 対 照 群 に 比 し 有 意 に 高 く，ま た 経

過 中 に ＲＡ へ 移 行 し 花 疑 い 群４７例 で は ＤＲＢ１＊０４０５カミ

対 照 群 に 比 し 有 意 に 寓 い 結 果 で あ っ 花
． 以 上 よ り，

ＤＲＢ１遺 伝 子 座 は ＲＡ の 発 症 因 子 と し て 働 い て い る こ

とカ§示 唆 さ れ た． 早 期 ＲＡ ４６例 に つ き 発 症 後２．５隼 で

の骨 びら ん数 により 軽症 例， 重症 例に 分類 し検 討しだ

カミ， 症 例 数も 少蓉く ＤＲＢ１対 立遺 伝子 陽性 率に 有意 な

差 は 認 め ら れ な か っ た．

１０． エ ル シ ニ ア 感 染 症 の 原 因 菌 で あ る 脆 滅 痂α

那３〃ｏ痂あα ㎝ 腕 お が 産 生 す る 新 規 の 細 菌 性 ス ー

パ ー 抗 原 Ｋ 那３肋 ｏ切 脆ｒＣ”０ぬ ・ｄ 軸 Ｖ③ｄ ㎜ 腕 ９㎝

（ＹＰＭ） 遺伝 子のク ロ ーニ ング， その 塩基 配列 およ び

組み 換え ＹＰＭ の性質

（微 生 物 学 免 疫 学１〕
， 北 里 研 細 菌２；

， 創 価 大 生

命 研３））

秋 山 徹 ）・ 阿 部 章 夫２；・ 加 藤 秀 人１）・

川 原 一 芳２｝・ 成 松 久３〕・ 内 山 竹 彦｝）

エ ル シニア 感染 症に 重要 な役 割を 果花 すと考 乏 られ

る新 規の 細菌 性ス ーパ ー抗 原 （Ｋ 輝 〃ｏ 肋θκ〃ｏ蜘

ｄｅ曲 ｅｄ ｍｉｔｏｇｅΩ， ＹＰＭ） の 遺 伝 子 を 精 製 ＹＰＭ の Ｎ

末 端 ア ミ ノ 酸 配 列 を も と に ク 回 一 ニ ン グ し た． 抄 閉 遺

伝 子を有 する 大 腸菌 は抗 ＹＰＭ 抗体 によ り抑制 さ れる

マイ ト ジェ ン活 性を示 し， 天然 型 ＹＰＭ と同一 分 子量

の 組 み 換 え ＹＰＭ を 発 現 し て い た
． 組 み 換 支 ＹＰＭ に

よ る 丁 細 胞 の 活 性化 は ＭＨＣ ク ラ スＩＩ分 子 要求 性 で

あ っ た． 組 み 換 麦 ＹＰＭ に よ り 活 性 化 さ れ る 丁 細 胞 の

Ｖ β 特 異 性 は ｙβ ３
，

９
，

１３
．
１
，

五３
．
２で あ っ た

． 妙 刎 遺

伝 子 の 塩 基 配 列 よ り ＹＰＭ は１５１ア ミ ノ 酸 か ら な る 分

子 量１６６７９の 前 駆 体カ§プ 回 セ ッ シ ン グ を 受 け， １３１ア ミ

ノ 酸 か ら な る 分 子 量１４５２９の 成 熟 型 ＹＰＭ と な る こ と

淡 分 か っ だ． ＹＰＭ の ア ミ ノ 酸 配 列 は 既 知 の 蛋 自 質 の

そ れ と 有 意 な 相 同 性 を 示 さ な か っ た． 以 上 か ら， 組 み

換 完 ＹＰＭ は天 然型 と同 一の 生化 学的・ 生物 学的 性質

を 有 す る こ とカミ明 ら か と な っ た．
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